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論文の内容の要旨
　本論文は，TRSを含む書換え系一般の停止性に関する理論的考察にもとづき，以下の3テーマについての研
究成果をまとめたものである。
ユ．書換え系の代数的解釈：本研究で提案した自己ラベリング法は，意味ラベリングと再帰経路順序法（reCむrSi．e
path　orderi㎎）とを組み合わせた項書換え系（TRS）の変換手法であり，同時に，停止性に関する諸性質を論じ
るための理論的枠組である。本研究では，自己ラベリング法をもちいて，分配消去法（Zante狐a1995）と呼ばれ
る変換手法に対し，その健全性が示せることを述べた。また，分配消去法の定理におけるZantemaの予想と呼
ばれる右線形性の未解決問題に対し，自己ラベリング法をもちいて，初めて肯定的な解を示した。さらに，自己
ラベリング法の応用例として，分配消去法が拡張可能であること，Ke㎜awayら（ユ992）によって示されたCur－
ry化TRSの停止性に関する定理が，自己ラベリングにより容易に導けること，置換消去法（Ferreiraユ994）の
健全性に関する定理が簡潔に導けることなどを示した。また，分配消去法と置換消去法の聞に密接な含意関係が
あることも明らかにした。
2．書換え系のソート不変性＝本研究の対象であるソート不変性は，モジュラ性（Rusinowitchユ987，外山1987，
Midde1dorp1989）の一般化である。ソート不変性な性質は，任意に与えられたソートに対して意味を持つ項だ
けに着目しても，その性質の普遍性が損なわれないという利点があり，書換え系の停止性に関する諾性質を，容
易に論じることができる。実際に，本研究によって得られたソート不変性の定理から，これまでに得られた停止
性のモジュラ性が，ソート不変性の定理から直ちに得られることを示した。また，TRSよりもさらに一般的な計
算モデルである等式付き項書換え系（equational　ter㎜rewriti㎎system，ETRSと略す）において，ソート不変性
の定理をもとに提案したソート導入法が，停止性を論じるための有効な手段となり得ることを示した。
3．書換え系における決定不可能性：本研究では，ソート導入法の応用例として，書換え系の停止性の決定不可
能性を示した。具体的には，ETRSの書換えが停止性をもつ場合でも，その書換え関係が停止性をもつかどうか
は決定不可能であることを，ソート導入法をもちいて証明した。本研究では，互いに階層関係をもつ性質どうし
の決定不可能性についても，ソート導入法をもちいて証明し，ETRSにおける相対決定不可能性（ぎe1atlve
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㎜decidabi1ity）を示すことができた。これまでGeserら（ユ996．1997）によって，TRSの相対決定不可能性が
調べられているが，本研究の成果は，彼らの示した相対決定不可能性の結果をさらに発展させるものである。
審査の結果の要旨
　書換え系の停止性に関して，新たな知見を得，この分野の新しい方法論を提示した点で本研究は高く評価でき
る。したがって，本論文は博士にふさわしい業績と考えられる。本論文で示した方法論は，当該研究の最初の一
歩であり，今後，方法の体系化と一般化をはかり，適用可能性を高め，さらに研究を進展させていくことが望ま
れる。
　よって，著者は博士（工学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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